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2011年（H23年）2月26日（土）

                             発  行

                             長野県松本ろう学校同窓会

同窓会長あいさつ
松本ろう学校同窓会長 葦 澤 正 敏

早春の候、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

日ごろより松本ろう学校同窓会の活動に対し、温かいご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。

また、昨年4月より賛助会員を新しく設けました。賛助会員の皆様には、同窓会にご支援ご協力

をいただき、心より感謝申し上げます。

さて、今年度の同窓会行事のご報告と新年度のご案内をいたします。

昨年6月19日には同窓会創立70周年記念事業として、松本ろう学校正門玄関前に記念植樹を行

いました。会員の皆様に、ご協力いただきましたことを改めてお礼申し上げます。

新年度、平成23年4月29日（金）～30日（土）、松本ろう学校にて創立70周年記念大会（前

夜祭、式典、祝賀会など）が開かれます。皆様お誘いあって、おひとりでも多くの方にご参加いた

だきますようご協力をお願いいたします。

30日（土）記念大会（式典）において、同窓会より母校へ記念品を贈呈したいと思いますので、

皆さんご支援のほどよろしくお願いいたします。

最後に、会員の皆様の益々のご活躍とご健康を祈念し、ごあいさつとさせていただきます。

              

松本ろう学校同窓会創立70周年記念事業実行委員会：副委員長 相 澤 英 人

同窓会会員の皆様、同窓会発展にご尽力いただき、心から感謝申し上げます。

今年は、松本ろう学校同窓会創立70年目を迎え

ております。併せて4月30日（土）に記念大会を

開催いたします。式典、祝賀会（アトラクション）

等、充実させ、素晴しい記念大会となり成功させる

よう努めております。そして、❶同窓会アルバム『写

真で見る同窓会70年の歩み』と❷ビデオ上映会『映

像で見る同窓会70年の歩み』を作成し、頑張って

おります。

是非、大勢のご参加を心からお待ちしております。
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「「松松本本ろろうう学学校校のの記記念念碑碑建建立立運運動動にに触触れれてて」」

昨年の10月7日、松本市で「第22回全国ろう高齢者大会 in長野」が開かれ、北海道から仲間と共に参加

しました。同行者は冨沢房雄さんで、彼は室蘭聾学校同窓会会長を務めておりました。室蘭聾学校と言えば、

松本ろう学校創立者小岩井是非雄先生の先輩に当たるろうあ者校長の辻本繁先生が創立した聾学校です。同

じ境遇の校長であることに興味を持っていた彼は、松本ろう学校の歩みを知りたいと強く思っておりました。

それで松本市を訪れたこの機会に内田事務局長さんにお願いし、松本ろう学校の記念碑建立運動の足跡、本

校の記念像をはじめ旧校跡地の記念碑などを、車で廻って見せていただきました。

北海道のほとんどの聾学校は、松本ろう学校と同じように戦前から市内を転々としておりましたが、記念

碑を建立するところはあまり見かけませんでした。歴史の浅い北海道と違って、記録に残していこうとする

松本ろう学校同窓会の皆さんの心に深い感銘を受けました。

あれから 5 ヵ月後、北海道札幌市において、創立周年記念事業を控えている旭川聾学校、室蘭聾学校、そ

して札幌聾学校それぞれの同窓会役員会が共同して意見交換会を開き、松本ろう学校の歩みを学ぶことにな

りました。この日のためにわざわざ、遠く寒い札幌市まで来ていただいた内田事務局長さんに記念碑建立運

動の意義と普及の大切さを語っていただきました。記念碑建立運動のやり方や進め方に大いなる勇気を与え

ていただきました。そして同窓会活動の新しい形を見せていただいた内田博幸さんの暖かい心に触れて、小

岩井是非雄先生の遺志が伝わってきたような想いがしました。本当にありがとうございました。

                         （北海道札幌聾学校同窓会監査：中 根 伸 一）

「「北北海海道道内内聾聾学学校校跡跡地地のの記記念念碑碑建建立立運運動動」」にに関関すするる説説明明会会

去る2月5日（日）午前10時より北海道札幌市・Lプラザにて「北海道内聾学校跡地の記念碑建立運動」

に関する説明会が行なわれた。出席者は旭川聾同窓会役員5名、室蘭聾同窓会役員6名、札幌聾同窓会役員

3名であった。先ず、札幌聾同窓会役員（監査）の中根伸一さんより「北海道内聾学校跡地の記念碑建立運

動」についての話があり、続いて私が「松本ろう学校・校舎跡記念碑 4 ヶ所建立の経過報告」について PC
パワーポイントを使い説明をした。その後、資金調整、建立費用等について活発な意見交換がなされた。

各聾学校同窓会は、「校舎跡記念碑建立」を目指して頑張ってほしいと思う。そして「ろうあ校長・小岩

井是非雄先生の生涯」のビデオ上映も行なった。皆さんに「松本ろう学校の歴史と小岩井先生の功績」を

理解して頂けたと思う。

6 日（月）午前、札幌聾学校（幼稚部 ～ 中学部）を訪問し、教頭の室岡弘明先生に手話で「校内案内」

をして頂いた。長野ろう学校出身の手塚清貴先生の教室を見学する事ができてとても良かった。冬の札幌

市を観光し、お昼頃空路札幌 → 松本へ帰った。       （松本ろう同窓会事務局長：内 田 博 幸）
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■■同同窓窓会会第第6666 回回定定期期総総会会ののおお知知ららせせ

日 時：平成23年4月29日（金・昭和の日）午後2時より開会（受付：午後1時半～）

場 所：塩尻市アスティかたおか（研修室）

※総会通知を配布しますので、多数ご出席ください。

■■同同窓窓会会創創立立７７００周周年年記記念念大大会会ののおお知知ららせせ

【前夜祭】

日 時：平成23年4月29日（金・昭和の日）

午後6時開会（受付・午後5時半）

場 所：塩尻市アスティかたおか（大広間）

内 容：親睦会

【記念大会】

  日 時：平成23年4月30日（土）

午前9時30分開会（受付・午前9時）

  場 所：長野県松本ろう学校（体育館）

  内 容：

≪大会式典≫ 会長あいさつ、来賓祝辞、表彰、記念品贈呈ほか

  ≪記念講演≫ 演題『日本最初の聾学校と古河四太郎先生』

         講師：西岡正人（にしおか・まさと）氏（京都府立聾学校同窓会理事）

  ≪祝 賀 会≫ 昼食を兼ねて、アトラクション

①ビデオ上映会『映像で見る同窓会 70 年の歩み』

      ②手話通訳者：山田眞爽子さん（スピーチ）

    

※記念大会の内容については、都合により変更する場合もあります。ご了承ください。

尚、当日に「記念大会パンフレット（プログラム）」を配布いたします。

◎同窓生の皆様、ご参加を心からお待ちしております！

お願い 同窓会創立 70 周年記念大会の案内書（参加申込書）は、

別紙を配布しますので、お早めにお申込みください。

※ご不明な点がありましたら、事務局内田博幸までお問い合わせください。⇒（FAX0263-72-9328）

母校80周年記念式典（2008年10月）
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同同窓窓会会創創立立７７００周周年年記記念念大大会会

記記 念念 講講 演演
演題『日本最初の聾学校と古河太四郎先生』

講師：京都府立聾学校同窓会理事の西岡正人（にしおか・まさと）氏

【講師プロフィール】

・1959年、京都府舞鶴市に生まれる。（現在：京都府京都市在住）

・京都府立聾学校舞鶴分校中学部を経て、京都府立聾学校高等部を卒業。

・役員活動：（元）京都市聴覚障害者協会中京支部体育副部長、

       京都府立聾学校同窓会理事、京都府立聾学校分校同窓会事務局長、

       2009年（第12回日本聾史学会 in福岡）運営委員（広報部）。

古河太四郎先生胸像と校舎跡「記念碑」

■ 日本最初の聾学校である「京都聾学校」。古河太四郎（ふるかわ・たしろう）先生は、京都

盲唖院（初代院長）を創設し、近代日本に盲聾教育者の功績を残した。京都府内に、校舎跡

地「記念碑」が3ヶ所建っている。


